
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

  

 

 

避難訓練                 2 年生かけ算（ボランティア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１月８日９号 

校長だより 
座間市立座間小学校（電話 251－0009） 
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ざまたん 

座間小ｷｬﾗｸﾀｰ 

 

 本年度７月に本校児童と保護者に実施した「情報モラル実態調査」学校診断レポートの分析がでましたので、

本校の特徴を３点お知らせします。 

①１，２年生のインターネット利用や ICT 機器の使用が増加傾向であり、２割の児童が「ご飯を食べている時

や夜遅くまで ICT 機器を使ってしまう」と回答している。 

②５，６年生では、インターネットの過剰使用について、無意識で「はい」と回答する割合が高い。例えば「イ

ンターネットに夢中になる」「インターネット使用時間を減らすとうまくいかない、落ち着かない、不機嫌にな

る」「嫌な気持ちから逃れるためにインターネットを使う」などである。 

③インターネット上でもコミュニケーションに関する注意点や出会いに関して危険性を理解する必要がある。 

  

 ２０２５年がスタートしました。目まぐるしく変化する社会生活に対応していくことは大人で

も大変なことです。予測不能な将来を生きる児童には、古来、大切にされてきた文化や習慣など

を継承していきながらも、変化に柔軟に対応できる力を身に付けて欲しいと願います。また、小

学生という時期を、この時期にしかできない体験などを大切にしながら育みたいと思います。 


